
こ
㌔
n

戦
時
財
政
論
の

方
法
と
課
題

井

藤

平

滑

執
筆
中
の

戦
時

財
政

総
論
に

お

け
る

最
初
の

部
分
で

あ

る
｡

｢

哉
時

財
政

論
序
説
+

と
レ ､

ふ

題
を
つ

け

よ

う

か

と

も

誼
+

と
レ ､

ふ

だ

け
で

は

内
容
が

は

つ

き

り

し

な
い

の

で
､

｢

戟
時
財
政

論
の

方
法
と

課
題
+

と
い

ふ

こ

と

に

し

た
｡

哉

方
法
と

課
題
と
い

つ

て

も
､

た
い

し
て
､

む
つ

か

し
い

こ

と

を

述
べ

る

わ

け
で

は

な
い
｡

そ

の

大
部
分
は
一

般
に

い

ひ

盲
さ

れ

た
こ

と
で

あ
る
｡

哉
時
財
政

論
は

ぎ
哉
時

麿
臍
論
も

同

様
だ

が
･

-
概
し
て

常

識
以

上
に

出
る

も
の

は

少
い
｡

い

ろ
い

ろ

と
､

.
こ

む

つ

か

し
い

こ

と

を

説
い

て

ゐ

る

や

う

な

も
の

で

も
､

そ
の

結
論
を

よ

く
整
理

吟
味

し
て

み
る

と
､

箕
に

平
々

凡
々

た
る

も
の

が

多
い
｡

例

へ

ぼ

｢

戟
季
経
済
力

を

測
定
す
る

に

は
､

国

民
所

得
の

ほ

か

に

国

民
財
産
に

よ

ら

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ
+

と

か
1

｢

戟
季
中
は

と
か

く
努
力

が

不
足

す
る

か
.
ら
､

い

ま

皇
で

働
い

て

ゐ

た

人
々

は

更
に

よ

く
働
か

な

け

れ

ぼ

な

ら

ぬ
｡

い

ま

ま
で

進
ん

で

ゐ

た

人
々

も

新
た

に

働
か

な

け

れ
ぼ

な

ら

ぬ
+

等
々

､

自
明
の

こ

と
を

述
べ

る

も
の

が

多
い
｡

こ

の

小

論
文
の

主

張
も
こ

の

類
で

あ
る

が
､

し

か

し

現

在
一

般
世
に

行

は

れ
て

ゐ

る

考
へ

に

封
し
て
､

批
判
的

態

度
を

と
つ

た

部

分
も

あ
る

こ

と

を

改
め

二
言
し
て

お

く
｡

こ

こ

で

は

戟
季
と

財
政

経

済
の

関
係
､

戦
時

経
済
研

究
の

二

傾

向
､

戦
時
財
政

論
の

中

心

課
題
の

三

者
に

つ

い

て

叙
述

す
る
｡

戦
時

財

政

論
の

方

法
と

課
題



一

橋

論

叢

第
十

巻

第
二

毅

第
一

戦
辱
と

財

政

経
済

多
く
の

人
々

が

述
べ

て

ゐ
る

や

う

に
､

近

代
哉
の
一

特
性
は
､

戦
撃
と

財
政

経

済
の

関
係
が

極

め
て

緊
密
な
こ

と
で

あ
ら

う
｡

現

在
の

哉
字
は

国

家

総
力
戦
と

か

金

環
戦
争
と

か

い

つ

て
､

交
哉
国

家
で

は

武
力
の

み

な

ら

ず
､

そ
の

囲

が

も
つ

て

ゐ

る

経

済
力
､

精
赫
力
､

そ

の

他
あ

ら

掛
る

も
の

を

奉
げ
て

哉
ふ

の

で

あ

る
｡

絶
つ

て

近

代
戦
で

は
､

戟
畢
と

財
政

経

済
と

の

関
係
は
､

往
時
の

そ

れ
に

此

し
て

極

め

て

密
接
と

な
つ

て

ゐ
る
｡

こ

れ

を

近

代
戦
の

一

特
性
と

い

ふ

こ

と

は
､

決
し
て

誤
り
で

は

な
い
｡

ナ

ポ

レ

オ

ン

哉
季
が

経
つ

て

第
一

次

世

界
大
戦
が

始
ま

る

普
で

の

約
一

世
紀
聞
の

戟
季
と

現
在
の

戟
寧
を

比

較
す
る

と
､

現
在
の

哉
季
､

第

∵
次

大

戦
以

凍
の

近

代
戦
に

は
､

た

し

か

に

か

か

る

特
色
が

あ

る

の

で

あ

る
｡

雨

着
の

間
に

何
故
に

か

か

る

相
違
が

生

じ

た
の

で

あ

ら

う

か
. ｡

近

代

戦
で

は

武
力

闘
争
と

財
政

経

済
と
の

関
係
が

緊
密
で

あ

る

の

に

反
し

て
､

十

九

世

紀
の

戟
季
で

は

武
力

闘
寧
と

財
政

経

済
と
の

圃
係
が

何
故
に

緊
密
で

は

な

か

つ

た

の

で

あ

ら

う

か
｡

十

九

世

紀
と
い

へ

ぼ
､

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

自
由
主
義
が

生

成
蟄
達
し

た

世
紀
で

あ

る
｡

産
業
革
命
に

よ
つ

て

一

般
生

産
技

術
が

飛

躍
的

聾
展
を

と

げ

た

時

代
で

あ

る
｡

資
本
主

義
が

成
長
t
､

各
闊
の

富
や

生

産
力
が

急
角
度
で

進
歩
し

た

時

代
で

あ
る
｡

と
こ

ろ

が

哉
季

技
術

は

ど

う

か

と

い

ふ

と
､

こ

れ

も
こ

の

間
に

確
か

に

進
歩
は

し

た
｡

し
か

し
こ

の

進
歩
の

速
度
と

程

度
は
､

経
済
の

蟄
展
､

生

産
力
の

増
進
の

そ

れ

に

比
べ

て
､

ず
つ

と

お

ぺ
れ

て

ゐ

た
の

で

あ
る
｡

国

民
経

済
膨
脹
の

速
度
が
､

戟
宰

技

術
の

進
歩
に

く
ら

べ

て

あ

ま

り

に

も

大
で

あ
つ

た

た
め
､

恰
も

戟
宰
が

経

済
に

よ

つ

て

拘
束
さ

れ
な
い

や

う

な

外
敬
を

皇
し

た
の

で

あ

る
｡

j
】
･

一
中



▲

r

小
l

▼

･-
～

も

昔
時
の

経

済
蟄
展
の

速
度
と

程
度
が
､

い

か

に

大
で

あ
つ

た

か

と
い

ふ

こ

と

を

示

す

た

め
に
､

次
に

イ

ギ

リ

ス

の

国

民
財
産
萄
展
の

跡

を

た

ど
つ

て

み

よ

う
｡

イ

ギ
リ

ス

国

富
及
び

人
口

の

草
屋

国

民

財

産
(

甜
馳
ポ

ン

ド
)

人
口
(

諾
人
)

㌔
警
岬

㌍
)

一

八

二

二

年

一

入

三

三

年

一

八

四
五

年

一

入

六

八

年

一

八

七

五

年

一

入

八

五

年

一

八

九

五

年

一

九

〇

三

年

二
､

五

〇

〇

(

-
L

2
ノ
1

①

の

計

算
)

三
､

六

〇

〇

(

吋
p

E
O

〔

訂

吋
p
b

岩
ユ

四
､

0

0

0

(

(

だ
訂

且

六
､

一

一

五

(

同
上
)

八
､

五

四
八

(

同
上
)

一

〇
､

〇
三

七

(

同
上
)

一

〇
､

六

大

三

(

ヒ

等
H

5
ヨ
訂
ナ
)

一

五
､

0

0
0

(

(
山

≡
①
】

}

)

二
一

一

二

〇

二

五

一

四

四

二

八

一

四
三

三
一

二

〇

〇

三

三

二

六

〇

三

七

二

七

〇

三

九

三

二

八

四

二

三

五

七

(
一

→

+
+

一

望

弓
-

フ

】

)
】

告
小

賢

㌢
3
一

J

岩
切

已
-
(

】

つ
一

ゴ
つ

空

言
】

≡
タ

ワ

全
戸
)

こ

れ

に

よ

る

と
､

一

八
二

二

年
よ
り
二

九

〇

三

年
の

間
に
､

人
口

は

二

倍
に

な
つ

た
だ

け
で

あ
る

が
､

国

民
財
産
は

六

倍

に

な
つ

て

ゐ

る
｡

国

民
一

人

常
の

財
産
高
は

三

倍
に

な
つ

て

ゐ

る
｡

か

う
い

ふ

風
に
､

富
の

進
歩
の

程
度
が

大
で

あ
つ

た

に

も
か

か

按

ち

ず
､

常
時
の

戦

時

財
政

論
の

方

法
と

琵

琶

2 3



4

一

橋

論

叢

第
十

春

草
二

兢

戦
争
の

経
済
負
腰
は
､

か

な

り

軽
か

つ

た
の

で

あ
る
｡

ナ

ポ

レ

オ

ン

哉
寧
よ

り

第

妄
世

界
大

戦
に

い

た
る

約
百

年
間
の

最
大

哉
季
と
い

2 41

へ

ぼ
､

多
分
普
悌

戟
寧
で

あ

る

と

息
ふ

が
､

こ

の

戟
季
で

は
､

プ

ロ

シ

ア

及

び
フ

ラ

ン

ス

両
国

と

も
に
､

お

よ

そ

百

五

十

憶
マ

ル

ク

の

哉

費
を
ケ

か

つ

た

か
､

こ

れ
は

常
時
げ

国

民
所

得
に

封
す
る

比

率
か

ら

い

へ

ぼ
､

ド

イ

ツ

で

は
}

七
パ

ー

セ

ン

ト
､

フ

ラ

ン

ス

で

は

二

〇
パ

ー

セ

ン

ト

に

あ

た
る

に

過

ぎ

な
い
｡

と
こ

ろ

が
､

第
一

次

大

戟
の

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

諸
国

で

は

ど

う

か

と
い

ふ

と
､

拙
著
｢

戦
時

財
政

講
話
+

(

七

三

-
八

七

頁
)

で

計
算
し

た

や

う
に
､

一

年
戦

費
の

国

民

所

得
に

封
す
る

比

率
は
､

イ

ギ
リ

ス

が

六

四
パ

ー

セ

ン

ト
､

フ

ラ

ン

ス

が

四

三
パ

ー

セ

ン

ト
､

ド

イ

ツ

が

五

五
パ

ー

セ

ン

ト

で

あ
る
｡

要
す
る

に

第

∵
次

大

我
常
時
の

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

諸
国
で

は
､

国

民
所

得
の

二

分
の

一

内
外
に

あ

た

る

額
の

戦
費
を

支
出
し

た
の

で

あ

る
｡

こ

の

雨

着
を

此

戟
し
て

も
､

普
彿

戟
率
と

第
一

次

大

戦
の

腰

臍
負
括
に

大

差
が

あ

る

こ

と

が

わ

か
る

で

あ

ら

う
｡

国

民
所
得
の

一

七
パ

ー

セ

ン

ト
､

二

〇
パ

ー

セ

ン

ト

と
い

ふ

比

率
は
､

第
二

次

大

戦
直
前
の

列

覿
の

平
時

国

防
費
の

国

民
所
得
に

封

す
る

比

率
と

大
差
が

な
い

の

で

あ
つ

て
､

例
へ

ぼ
イ

ギ
リ

ス

の

完
■
三

九

年
赤
の

換
算
で

は
､

国

防

費
が

七

億

五

千

萬
ポ

ン

ド

で

あ
つ

て
､

由
民
所
得
の
一

五
パ

ー

セ

ン

ト

に

あ

た
る

の

で

あ
る
｡

第
二

次
大
哉
､

大

東
虫

哉
李

下
の

諸
国
で

は
こ

の

比

率
は

ど

う

な
つ

て

ゐ

る

か
｡

こ

れ

に

つ

い

て

目

下
の

と
こ

ろ
､

ま

と

童
つ

た

資
料

は

な
い

が
､

｢

栓
+

本
年
三

月

耽
所

載
､

大

麻
草
務
官
清
野
眞
氏
の

論
文
｢

第
二

次

世

界
大
戦
と

各
国
の

税
+

に

よ

る

と
､

昭
和

十

六

年

度
に

お

け
る

猫

英
米
の

軍
事

費
と

国

民
所

得
は

次
の

通
り

と

な
つ

て

ゐ

る
｡

こ

れ

は

大
東
亜

戟
寧
以

前
の

も
の

で

あ

る
｡

軍

事

費

国

民

所

得

ド

イ

ツ

七

〇
､

0

0

0

(

盲

萬
マ

ル

ク
)

一

一

五
､

0

0

0

(

ク

)

イ

ギ

リ

ス

三
､

五

〇

〇

(

盲

萬
ポ

ン

ド
)

八
､

八

七

二

(

ク

)

ア

メ

リ

カ

一

五
ヽ

五

〇

〇

(

石

高
ド

ル

)

八

二
､

九

六

四

(

ク

)



n

■

右
の

軍
事
費
の

国

民
所

得
に

封
す
る

比

率
を

求

め

る

と
､

ド

イ

ツ

が

六

〇
パ

ー

セ

ン

ト
､

イ

ギ

リ

ス

が

三

九
パ

ー

セ

ン

ト
､

昔
時
の

非

交

戦
国
ア

メ

リ

カ

は
一

八
パ

ー

セ

ン

ト

で

あ

る
｡

｢

財
政
+

本
年
五

月

耽
の

｢

海
外
財
政

経
済
日

誌
+

(

一

七

八

貫
)

に

よ

れ

ぼ
､

一

九
四

丁

年
十

二

月

三

十

∵
日

に

経
る
一

年
間
に

お

け
渇

イ

ギ
リ

ス

の

戦
費
の

国

民
所
得
に

封
す
る

比

率
は

五

〇
パ

ー

セ

ン

ト

に

達
し
､

同
誌
六

月

競
の

同

日

誌
(

一

九

九

頁
)

に

よ

れ

ぼ
､

一

九

四
一

年
慶
の

そ

れ

は

六

〇
パ

ー

セ

ン

ト

で

あ
る

と
い

ふ
｡

我
が

日

本
の

場
合
は
､

去
る

第

七

十

九

通
常

議
合
を

通

過

L

た

臨
時
軍
事

費
百

八

十

倍
囲
の

す
べ

て

を
一

年
分
の

戦

費
､

昭

和

十

七

年
の

我

が

国

民
所

得
を

四

盲

五

十

僅

囲
と

仮

定
す
る

と
､

こ

の

比

率
は

四

〇
パ

ー

セ

ン

ト

と

な

る
｡

し

か

し

戦
費
百

八
十

億
囲
と
い

つ

て

も
､

こ

れ
に

は

非

軍

事
的
一

般
物
資

の

棄
買
や

南
方
経

済

開
黎
の

た

め
の

資
金
が

含
ん

で

ゐ

る
｡

こ

の

部
分
は

い

く
ら

か

全

く
不
明
で

あ

る

た

め
､

純
哉
費
は

正

確
に

計
算
し

得
な
い
｡

し

か

し

こ

こ

で

は

百

八
十

倍
囲
の

全

額
を

戦
費
と

恨
足
し
て

計
算
L

た
｡

こ

れ
は

さ

て

お

き
､

以

上
の

諸
国
の

事
情
に

よ
つ

て

(

証
)

判
断
し
て

も
､

現
在
の

戟
宰
が

圃
の

経
済
に

課
す
る

負
接
が
､

い

か

に

大
で

あ
る

か

と
い

ふ

こ

と

が

理

解
さ

れ
る

の

で

あ

る
｡

壷
)

本

文
の

比

率
の

計
算
を

み

る

と
､

一

見

戦
費
は

す
べ

て

そ
の

国
民

所
得
の

み

で

支
耕
き

れ
る

か

の

如

く

考
へ

ら

れ

る

が
､

き

う

理

解

す
る

こ

と

は

簸
り

で

あ

る
｡

戦
費
の

国
民

所

得
に

封

す

る

比

率
が
､

例
へ

ぼ

四

〇
パ

ー

セ

ン

ト

と

い

ふ

こ

と

は
､

餞
可

の

六

〇
｡

(

-

セ

ン

ト

で

政

府
や

国
民

が

戦

争
以

外
の

一

般
生

活
を

迭
つ

た

こ

と

に

は

な

ら

ぬ
｡

戦
費
の

財

源
と

な

る

も
の

は
､

自

国
民
の

国
民

所

得
の

ほ

か

に
､

国
民

財

産

及

び

外
国
の

資
源

が

あ

る

か

ら

で

あ

る
｡

例
へ

ぼ

第
一

次

大

磯
の

賓
源

別
を

掲

げ

る

と

次
の

通

り

で

あ
つ

て
､

狽

英

偶
の

諸

国
で

は

わ
づ

か

に

戟
費
の

二
､

三

割

を

国
民

所

得
で

支

辞
し

た

の

に

過
ぎ

な
い

｡

七
､

八

割
は

内

国
財
産
や

外
囲
賓
源
で

ま

か

な

つ

た

の

で

あ
二

る
｡

第
一

夫

大

戦
戦
費

資
源

別

表
(

賓
教
は
一

九

ご
一

年
の

購

買

力
｡

畢

佗
十

億
マ

ル

ク
)

ド

イ

ツ

イ

ギ

リ

ス

】
1

-
.

..

+

軒

数

百

分
率

内

国

財

産

寺
〇

四

二

%

戦
時

財

政

論
の

方

法
と

課

題

＼

..■

】
1

貸

数

三

〇

百

分

率

三

五

%

貿1
四 教室

喜 フ

ノ

ー 宵1
ン

ニ 分/ ス
% 率 ′

′
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一

橋

論

叢

弟
十

巻

弟
二

親

翰

入

超

過

一

〇

一

四

%

五

七

%

五

七

%

国

民

所

得

≡
一

四

四

%

計

七

ニ

ー

〇

〇

%

二

七

三

〇

%

二

四

.

六

九

%

二

一

二

%

一

六

一

八

%

三

〇

三

五

%

六

一

九

%

八

七

一

〇

〇

%

三

四

一

〇

〇

%

Ⅰ 2()

(

訂
ユ

亡

2
･

-

ハ

訂

軒

三
言
=
e

…
邑

冨
苧
血

告

誉

賢
e

驚
}

き
N

訂

呂
-

繋

罫
-

己

昌
邑
音
声

句
･

盲
-

･
00
ー

コ
･
-

こ

蔓
-

狂
.

軍

国
際
文

化
協

合
食
報

昭

和
十

七

年
五

月
十

日

淡
に

邦
謬

掲
載
さ

る
)

｡

三

十

九

世

紀
の

哉
挙
が

経

済
に

拘
束
さ

れ
る

と
こ

ろ

が

少

な

か

つ

た

と
い

ふ

革
質
は
､

常
時
の

政

治
家
や

武
将
の

哉
季
親
に

も

反
映

し
て

ゐ

る
｡

例
へ

ぼ
モ

ル

ト

ケ

将
軍
の

普
彿

哉
学
研

究
書
中
で

も
､

経

済
問
題
に

は
､

ほ

と

ん

ど

賜
れ

て

溝

ら

ぬ

と
の

こ

と
で

あ
る
｡

同

将
軍

の

考
へ

に

よ

る

と
､

哉
時

経

済
が

う

ま

く
運

営
し

得
な
心

虞
の

あ

る

場
合
で

も
､

｢

物
億
の

璧
見

と

訓

練
+

の

作
用
に

よ

つ

て
､

そ

れ
が

自
ら

解
決
さ

れ
る

と
い

ふ

契

戯
論
を

七
っ

て

ゐ

た
の

で

あ

る
｡

ビ

ス

マ

ル

ク

の

如

き

偉
大

な
る

政

治
家
す
ら
､

一

八

七

∵
年

普
彿
戦
争
の

フ

ラ

ン

ク

フ

ル

ト

渾

和

合
議
で

念

頭
に

ぉ

い

た

も
の

は
､

メ

ッ

ツ

や
ベ

ル

フ

ォ

ル

ト

の

如

き

戦
略
上

の

要
地
の

み
で

あ
つ

て
､

P

l

ト

サ

ン

ゲ

ン

の

鎖
国
の

こ

と

な

ど
は

少

し

も
考
へ

な

か

つ

た
の

で

あ

る
｡

こ

れ

等
の

こ

と

は
､

普
時
の

人
々

が

哉
寧
に

お

け
る

経
済
の

重
要
性

を
､

い

か

に

軽

視
し

た

か

を

示

す

適
例
で

あ

る
｡

要
す

る

に

十

九

世

紀
で

竺
般
技

術
の

進
歩
が

戦
寧
を

し

て

歴
臍
の

軽
桔
よ

り

解
放
せ

L

め

た

翫
を

呈

し

元
の

で

あ
る
｡



{

-

こ

の

ほ

か

に

十

九

世

紀
の

哉
季
は

ク

リ

ミ

ア

哉
季
で

も
､

藩
士

戟
季
で

も
､

バ

ル

カ

ン

我
等
で

も
､

重

た
ボ

ー

ア

戟
季
で

も
､

み
債

権

民
地

乃
至

は

交
通
不

便
な

逢
隈
の

地
で

行
は

れ

た

と
い

ふ

こ

と
ー

そ

れ
か

ら

ア

メ

リ

カ

南
北

戟
季
や
イ

タ

リ

ア

及

び
ド

イ

ツ

の

統
】

戟
季

の

場
合
の

や
う

に
､

政

治

家
の

力
に

よ

つ

て

戦
闘
を

地

方
化
す
る

や

う
に
､

つ

と

め

ら

れ

た
こ

と
､

か

か

る

事
情
も

常
時
の

我
等
を

し
て

と

か

く
小
規
模
の

も
の

た
ら

し
め
､

経
済
が

戦
局
の

決
定
に

重
要
性
を

も
つ

に

至
ら

な
か

つ

た
理

由
の
一

と

考
へ

ら

れ
る

の

で

あ
る
｡

か

う

い

ふ

尊
貴
も
あ

る

が
､

し

か

し

経
済
の

進
歩
､

一

般
技
術
の

聾
達
の

速
度
が
､

軍
事
技
術
の

そ

れ
以

上
に

大
で

あ
つ

た

と
い

ふ

こ

と

が

基

本
的

事
箕
で

あ

る

と

い

ふ

瓢
は

忘
れ
て

は

な

ら

ぬ
｡

と

こ

ろ

が

二

十

世

紀
に

な

る

と

資
本
主

養
は

漸
く
爛
熟
期
に

は
ひ

つ

て

き

た
｡

そ

し

て

固

定
化
し
て

き

た
｡

こ

れ
に

反

し
て

十

九

世
紀

の

後
半

か

ら

哉
季
技
術
は

お

そ

ろ

し
い

勢
ひ

で

進
ん

で

き

た
｡

高
僧
な

兵

器
の

蟄
明
が

緯
々

行
は

れ

た
｡

そ

の

結
果
は

ど
う

か

と
い

ふ

と
､

哉
季
は

経

済
に

よ

つ

て

制
約
さ

れ
る

と

い

ふ

こ

と
､

経
済
を

無
税
し
て

は

戟
季
に

は

勝
て

ぬ

と
い

ふ

こ

と
が
}

般
に

理

解
さ

れ
て

き

た
の

で

あ

る
｡

第
一

次

世

界
大

蔵
の

蕗
末
頃
､

哉
挙
が

総
力
戦
の

姿
を

と
る

や

う
に

な
つ

て

か

ら
､

こ

の

事
賛
が

い

よ

い

よ

明

確
と

な
つ

て

き

た
｡

哉
季
と

経

済
の

綜
合
統
一

性
､

こ

れ
が

近

代
戦
の

一

特
性
と
い

ふ

こ

と
が

常

識
と

洩
っ

た
の

で

あ
る
｡

エ

ル

ン

ス

ト

･

イ
ユ

ン

ガ

ー

が
､

第
一

次

大

哉
が

組
力
戦
の

葵
を

と

る

や

う

に

な
つ

た
こ

と

を

指
摘
し
､

第
一

次

｢

世

界
戟
季
を

し
て
､

重
要

性
に

ぉ

い

て

フ

ラ

ン

ス

(

荘
)

革
命
に

は

る

か

に

皇
さ

る

塵

取
的

現
象
と

し

き
と

許
し

た
こ

と

等
は
､

決
し
て

誇
張
の

育
と
は

い

へ

な
い

の

で

あ
る
っ

(

琵
)

パ

ン

ト

レ

ン

は

十

九

世

紀
以

衆

戦
費
が

増
大

し

た

原

因

と

し

て

次
の

三

者
を

あ

伊

る
｡

二
)

十
八

世

紐
及

び

十

九

世

紀
の

交

に
一

般
徴
兵

倒

産
が

諸

国
で

貸
地
さ

れ

た
｡

(

二
)

一

八

五

〇

年

頃
か

ら

銭

邁

が

普
及

し

始
め

た

た

め
､

こ

れ

に

よ

つ

て

多
数
兵

国
の

運

動
や

給
興

が

可

能

と

な
つ

た
｡

(

三
)

一

八

九

〇

年
頃

以

爽
の

技
術
の

聾

展
が

戦
争
技

術

を

欒

草
し

た

(

∃

箋
J
J

芦
ゴ

才
一

三

書
こ
(

エ

完
=

己

三
ヨ

呂
毒
ゴ

こ
ご

卓

芦

軍
)

｡

戦
時

財

政

論
の

方

法
と

課

題

ヱ7



一

橋

論

叢

第
十

巻

第
二

教

哉
寧
と

経

済
の

結
合

統
一

性
と
い

ふ

こ

と
は

十

九

世

紀
の

戟
辱
に

封
す
る

近

代
哉
の
一

特
色
で

あ
る
｡

し

か

し

な
が

ら

注

意

す
べ

き

は
､

こ

れ

は

近

代
戦
の

十

九

世

紀
の

戟
寧
に

封
す
る

特
性
で

あ

り
､

近

代
戦
の

過

去
の

あ

ら

ゆ
る

時

代
の

戦
争
に

封
す
る

特
性
と

誤

解
し
て

は

な

ら

ぬ

こ

と

で

あ

る
｡

戟
宰
が

経
済
に

制
約
さ

れ
る

専
賛
が

表

面

化
し

た
の

は

第
一

次

大

哉
以

奔
の

現

象
で

は

な
い
｡

十

八

世

紀
の

マ

ー

カ

ン

テ
ィ

ワ

ズ

ム

時
代
で

も
同
様
で

あ
つ

た
の

で

あ

る
｡

マ

ー

カ

ン

テ
ィ

リ

ズ

ム

と
い

へ

ぼ
､

こ

れ
に

は

種
々

の

特
性
が

あ

る
｡

し

か

し

そ
の

う

ち

最
重
要
な

も
の

と

し

て

あ

ぐ
べ

き
は
､

国

防
国

家
の

建
設
で

あ

ら

う
｡

常
時
の

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

は

戟
宰
と

経
済
と
の

関
係
が

現

在
と

は

や

や

異
つ

窒
息

昧
で

緊
密
で

あ
つ

た
｡

プ

ロ

シ

ア
■
国

王

な
ど

の

政

策
を

み
る

と
､

こ

の

事
情
が

明
か

と

な
る
｡

例
へ

ぼ

多
く
の

プ

｡

シ

ア

国
王

が

つ

ね

に

採
用
し

た
凱
双

物
貯
蔵
政

策
を

と
つ

て

み
て

も
､

こ

れ
に

は

年
々

の
凱
双

物
収

穫
の

豊
凶

を

調
垂
す
る

と
い

ぶ

純
脛
病

的

意
囲
も

加
は

つ

て

ゐ

た
が
､

そ

れ

以

外
に

戦
時
に

ぉ

い

て

軍

隊
を

給
養
す
る

準
備
と
い

ふ

こ

と
が

重
要
な

目

的
で

あ
つ

た
切

で

あ

る
｡

ま

た

常
時
の

戟
寧
の

規
模
が

概
し
て

小
で

あ
つ

た
こ

と

等
も
､

そ
の

原

因
の

一

は

戟
争

武
器
の

性
質
灯

も
あ

る

が
､

他
の

原

因

と

し
て

滋

昔
時
の

経
済
資
源
の

不
十

分
と
い

ふ

こ

と
が

あ
つ

た
｡

そ

れ
以

外
に

も
い

ろ

い

ろ

の

こ

と
を

挙
げ

る

こ

と
が

で

き

る

が
､

と
に

か

く
マ

ー

ヵ

ン

テ
ィ

ヮ

ズ

ム

時
代
の

戦
争
で

は
､

つ

ね
に

経
済
を

顧
慮
し
､

経
臍
と
の

調
和

を

は

か
つ

て

国

策
を

途
行
す

る

と
い

ふ

政

策
が

と

ら

れ

て

ゐ

た
｡

随
つ

て

こ

の

時

代
で

も
､

現

在
と

同

じ

や

う
に
､

哉

撃
と

経
済
の

師
係
が

き

は

め
て

緊
密
で

あ

る

と
い

ふ

等
質
が

認
識
さ

れ
て

ゐ

芸
で

あ

る
J

例
へ

ぼ

フ

リ

ト

ド

ワ
ッ

ヒ

大

王
は

忘
四

四

年
に

ク

ボ

ー

ル

へ

の

進
軍
で

失

敗

し

窒
き

管
し

て

日

く
､

･

｢

こ

こ

で

指

揮
を

す
る

も
の

は

自
分
で

は

な
い
｡

穀
粉
と

糧
食
が

我
々

を

支

配

す
る
+

｡

ま

た
ナ

ポ

レ

オ

ン

も
モ

ス

コ

一

連
撃
の

と
き

に

次
の

や

う
に

一
､

Ⅰ 2 8



ト
一

い

つ

て

ゐ

る
｡

｢

目

下
の

と
こ

ろ
ヨ

ー

F

ヅ

パ

の

藩

命
､

並

び

に
､

大

に

し

て

は

凡
ゆ

る

企

董
は
､

一

に

か

か
つ

て

食
料
問
題
に

あ

る
｡

パ

ン

さ

へ

あ

れ

ぼ
ロ

シ

ア

人
を

打
破
す
る

の

も
ー

兄
戯
の

み
+

と
｡

こ

れ

等
は

い

づ

れ

も
､

常
時
の

哉
季
が

経

済
に

債
存
し

雨

着
が

統
一

鰐
を

な

し
て

ゐ

た

こ

と

を

明
か

に

す
る

も
の

で

あ

ら

う
｡

と

こ

ろ

が

十

九
世
紀
の

前
年
頃

に

な

る

と
､

自
由

主
奉
賛
本
主

義
の

擾
頭
､

生

産

力
の

増

大
の

た

め

に
､

哉
撃
と

経

済
と

の

間
の

統
一

醍
は

や
ぶ

ら

れ
､

戟
季
は

経
済
を

無
税
し
て

も

可

能
で

あ

る

か

の

如
き

状
態
が

あ

ら

は

れ

た
の

で

あ

る
｡

哉
率
と

経

済
の

分
離
と
い

ふ

現

箕
世
界
の

新
傾

向
は
､

国

家
と

経

済
の

分
離
の

傾

向
に

拍

車
を

か

け

る

こ

と

と

な

り
､

こ

れ

が

畢
間
の

世
界
に

も

反
映

L

て

き

た
の

で

あ
る
｡

綜
合
的

国

家
科
挙
の

個
別

科
挙
へ

の

分

解
､

戟
畢

論
と

理

論
経

済
蓼
の

分
離
､

科
挙
に

ぉ

け
る

沸

立

的
研

究
港
の

生

長
な

ど

が

即
ち

そ

れ
で

あ
る
｡

イ

エ

ヒ

ト

は

い

ふ
､

｢

科
挙
の

聾
展
は

自
由
主

事
時
代
の

こ

の
一

般
的

前
握
及
び

基

礎
と

極
め
て

緊
密
な

関
係
を

も
つ

て

ゐ
る
｡

そ

れ
は

又

あ

る

程

度
ま
で

戦
時
経

済
的

思
惟
を

撹
乱

す
る

こ

と

に

貢
献
し

た
｡

第
十

八

世

紀
の

統

一

的

国

家
科
挙
の

崩
壊
と
､

港
律
･

社
食
･

経

済
生

活
に

関
す
る

諸
科
挙
の

自
律
的

専
門

科
畢
へ

の

礪
立

此
は
､

こ

れ

等
す
べ

て

の

社

食

諸

現
象
と

戦
争
と

の

密
接
な

連
繋
に

関
す
る

眼

を

他
に

韓
ぜ

し

め
る

こ

と

と

な
つ

き
(

宇
邑
J
①

蔓
い

}

守
宮
邑
巨
】

喜
｡

こ
冨
､

準

宇

-

平

本

書
に

は

部
署
あ

り
｡

小

犬

毅
民

需

述

｢

ホ

ル

ス

ト
･

イ
エ

ヒ

ト

戦
争
財

政
+

)

｡

同

様
に

プ

ル

ク

ハ

イ

ザ
ー

も
い

ふ
､

｢

戟
季

料
率
は

経
済
理

論
よ

り

解
放
さ

れ
て

純
粋
軍

専
科
畢
と

な
つ

た
｡

そ

し
て

マ

ー

カ

ン

テ
ィ

サ

ズ

ム

以

後
の

国

民
層
済
拳
は

樽
じ
て
一

の

自
律
的

な

市
場
乃

至

は

功
利

論
と

な
つ

た
｡

戟
率
経
済

論
は
､

戟
季
財
政

論
を

も
ふ

く
め

て
､

い

は

ぼ

全

く
忘
却
さ

れ
る

こ

と

と

な
つ

た
の

で

あ

る
+

(

ブ

ル

ク

ハ

イ

ザ
ー
､

前

掲
静

文

∵
完
頁
)

｡

か

く
て

自
由
主

義
的
､

孤
立

化
的

方
港
の

生

成
､

戟
学

科
撃
と

経

済
科
挙
の

分
離
､

国

家
ぬ
･
き

の

経

済
理

論
､

戟
寧
無
税
の

経
済
拳
､

簡
畢
に

い

へ

ぼ

イ

ギ

ザ

ス

式
産
済
畢
の

生

成
と

な

り
､

脛

臍
畢
の

平
和

科
畢

他
の

行
程
が

す
す

ん
だ

の

戦
時

財

政

静
の

方

法
と

課

題

2 9



一

橋

論

叢
■

夢
十

春

草
二

親

川

で

あ
る
｡

し

か

し

な

が

ら

二

十

世
紀
に

入
る

や
､

こ

と
に

第
一

次

大

戦
の

経

験
と

共
に
､

戟
宰
と

経

済
と
の

師
係
の

緊
密

性
が

い

よ

い

よ

顆
在
化
し

て

き

た
｡

新
マ

ー

カ

ン

テ
ィ

リ

ズ

ム

は

各
国

を

支
配

す
る

新
政

策
と

な

り
､

国

家
と

経

済
の

開
聯
怯
が

再
び

人
々

の

意
識
裡
に

回
復
さ

れ
る

こ

と

と

な
つ

た
｡

純
粋
経

済
畢
よ

り

政

治
樫
済
畢
へ

と
い

ふ

近

頃
の

脛

済
峯

界
の

動
向
も
､

財
政

拳
と

経
済
畢
の

融
合
の

要

求

も
､

綜
A

晶
図

表
科
挙
樹
立
の

試
み

も
､

結
局
は

み

な
こ

の

現

貿
社

食
の

欒
他
に

刺
戟
さ

れ
て

興
つ

た

も
の

と
い

ふ

の

外
は

な
い

の

で

あ

る
｡

第
二

戦
時
経
済
研
究
の

ニ
ー

傾

向

3 0

近

代
戦
寧
と

経
蒋
と
の

連

繋
を

分
析
研

究
す

る

に

つ

い

て

は
､

種
々

の

方
港
が

あ

る

が
､

こ

れ

を

そ

の

出

費
鮎
に

よ

つ

て

国
別

す
る

と

次

の

二

つ

と

な

る
｡

(

こ

近

代
武
力
哉
に

つ

い

て
､

ま
づ

頭
の

な

か

で
一

つ

の

理

念
型

を
つ

く
り
､

こ

れ
を

基

礎
と

し
て

戦
寧
が

経
済

に

封
し
て

要
求

す
る

需

要
量
を

決

定
す
る

方

経
で

あ

る
｡

こ

れ

は

軍

事
技

術
の

側
か

ら

出

費
し
て

経
済
に

せ

ま
る

方
港
で

あ

る
｡

(

二
)

そ

の

国

民
経

済
の

給
付

能
力
の

可

能
性
を

ま
づ

研

究
し
､

こ

れ

を

基

礎
と

し
て

そ
の

閣

民
経
済
が

哉
寧
に

必

要
な

物
資
や
努
力
を

ど

れ
だ

け

生

産
し
､

ま

た

動
具
し

得
る

か

と
い

ふ

こ

と
を

測
定
す
る

も
の

で

あ
つ

て
､

こ

れ
は

経
済
の

側
面
か

ら

出

挙
し
て

軍
事
活

動
に

せ

ま
る

方
法
で

あ
る
｡

(

こ

は

多
く
は

軍
事
専
門
家
の

と

る

傾

向
で

あ

り
､

(

二
)

は

経

済
聾

者
の

と

る

傾

向
で

あ

る
｡

こ

こ

で

嫁

(

こ

の

適

例
と

し
て

ポ

ッ
ニ

■
-
､

(

二
)

の

適
例
と

し
て

ス

タ

イ

ン

及

び
モ

ル

を

あ

げ

る
｡

一
ヽ



ト
ー

11

〓

ポ

ソ

ニ

ー

は

清

爽
の

戟
季
技

術
に

関
す
る

理

念
型

を
つ

く
り
､

こ

れ

よ

り

そ
の

研

究
を

は

じ

め

て

日

く
､

｢

婿
舜
の

戟
季
に

は

ど

れ

位

の

物

資
が

要
る

か

は

極

め
て

緊

要
の

問
題
で

あ

る

が
､

そ

の

計
算
は

む
つ

か

し
い
｡

そ

れ
は

多
く
の

前
撞
の

下
に

大

題
の

見
営
を
つ

け
る

し

か

な
い

こ

と
で

あ

る
｡

…
:
･

こ

の

計
算
は

あ

す
ー

つ

の

哉
季

計
量
を

想
定

し
て
､

そ

れ
に

も
と
づ

い

て

得
ら

れ
る
｡

数
字

は

現
在
の

軍

備
に

も
と
づ

く
も
の

で

な
い

け
れ
ど

も
､

そ

れ

が

た
か

に

債
値
な
き

も
の

と
は

い

へ

な
い
｡

と
い

ふ

の

は

平

時
の

軍

僚
は

い

ろ

い

ろ

の

妥

協
と

軍

事
上
の

慣
習
と

に

債
つ

て

出

奔
て

ゐ

る

も
の

で

あ

る

に

封
し

て
､

こ

れ
は

そ

れ
ら

に

捉
は

れ

な
い

理

想
で

あ

り
､

軍
事
箪
の

理

論

で

あ
る

か

ら
で

あ
る
｡

い

ふ

ま
で

も
な

く
か

ゝ

る

数
字
は

理

論
上
の

数
字
で

あ
る

か

ら

箕
際
に

は

必

ず
し

も
箕
現
し

な
い

こ

と
が

あ

ら

う
+

(

ポ

リ

ニ

ー

著
､

大
内

象
七

氏

帯

｢

今
日
の

戦
争
+

三

貢
)

｡

か

か

る

立

場
か

ら

ポ

リ
ニ

ー

は

｢

軍

事
専
門

家
の

主
張

す
る

理

論
を

実
際
に

遥
用

す
る

場
合
に
､

ど

れ
ほ

ど
の

物
資
が

要
る

か

と
い

ふ

計
算
+

(

同

真
)

を

行
つ

て

ゐ

る
｡

ま
づ

戟
寧
の

期
間
を
一

ケ

年
､

戦
線
の

長
さ

を

千
キ

ロ

メ

ー

ト

ル

(

濁
彿
国

境

線
に

近
い

拒

敵
)

と

仮

定
し
､

こ

の

仮
定
を

基

礎
と

し
て
､

照

雄
の

陸

上

哉
･

基
中

戟
･

防
塞
･

そ
の

他
を

想
定

し
､

こ

れ

に

要
す
る

啓

需
資
材
､

人
員
等
を

計

算
し
､

つ

い

で

脛

済
上

の

戦
季
準
備
と

戦
時
動
貞
を
い

か

に

計
喜
箕
行
す
べ

き

か

に

つ

い

て

説
い

て

ゐ

る
｡

こ

れ

は

明
白
に

(

こ

の

方
法
､

即
ち

軍
事
技
術
を

基

盤
と

し
､

そ

れ
か

ら

後
､

経
済
に

向
ふ

方
法
を

と

る

も
の

で

あ
る
｡

三

戦
時

財
政

論
の

方
法

と

釈

囁

t 3 1



一

橋

静

華

第
十

巻

第
二

級

､

1 2

こ

れ
に

反

し
て

財
政

経
済
の

側
か

ら

出

費
し
､

こ

れ

を

中

心

と

L
て
､

戟
草

間
題
を

取

扱
ふ

も
の

は
､

ス

タ

イ

ン

及
び
モ

ル

で

あ

る
¢

許:

ロ

レ

ン

ツ
･

フ

ォ

ン

･

ス

タ

イ

ン

は
二

八
七

二

年
出

版
の

｢

軍
隊
制
度
論
+

ど
】
･

昌
N

三
日

警
已
n
-

営
①

H
ら

ど
･

〇

召
ヨ

H
の

空
J

書
芸
P

A
-

研

→
F

邑

計
り

警

賀
訂

ま
琴
U

ロ

琶
F

旨
}

-
00

詔
r

の

中
で

哉
季
と

国

民
経

済
､

財
政

と
の

関
係
を

述
べ

て

ゐ

る
｡

ス

タ

イ

ン

は

社
食
有

機

主
蓑

着
で

あ

る
｡

十

九
世

紀
の

自
由
主
養

者
が

畢

間
を

墾
止

化
的
､

分
離

化
的

方
法
に

よ

つ

て

研

究
し

た

こ

と
に

反

封
L
て
､

国

家
科
挙

の

諸

部
門
を

有

機
的
統
二

的

に

把
挺
し

ょ

う

と

努
力
す
る

も
の

で

あ
つ

て
､

他
の

部
分
は

さ

て

お

き
､

少

く
と

も
こ

の

鮎
は
､

近

頃

我
が

国

や

外
囲
で

昏
頭
し
て

ゐ

る

｢

国

家
科
挙
+

的

傾

向
の

発
願
と

も

辞
す
べ

き

も
の

で

あ

る
｡

そ

の

著
｢

国

家
科
挙

饅
系
+

晋
監
さ
}

-
″

告
→

警

ぎ
訂

ま
琴
U

ロ

琶
F
叫

巨
､

-
･

監
･

)

-

00

琵
-

ド

監
J

-
∞
m

声

の

如

き

は
､

か

か

る

綜
合
的

国

家
科
畢

建
設
の

試
み

と

し
て

高
く
評
傾
さ

る

べ

き

名
著
で

あ

る

が
､

遺
憾
な
こ

と

に

は
､

現

在
我

が

国
で

こ

れ
に

つ

き

注
目

す
る

も
の

が
､

ほ

と

ん

ど

な
い

の

で

あ

る
｡

｢

軍
隊
制
度
論
+

も
､

そ
の

副

題
が

示

す

や

う

に
､

そ

の

｢

国

家
科
挙
の

一

部
+

を

構
成
す
る

も
の

で

あ

る
｡

こ

の

書
物
の

な

か

で
､

彼
は

戟
季
と

国
民
経

済
､

財
政
と

の

関
係
に

つ

い

て

論
及

L
て

ゐ
る
｡

し

か

し
､

な

に

ぶ

ん
一

八

七

二

年
の

出

版
で

あ

り
､

我
等
が

経

済
に

制
約
さ

れ

る

と
い

ふ

事
箕
が

顆
在
化
し

な

か

つ

た

時
代
の

事
物
で
･
あ
る

か

ら
､

そ

の

哉
季
経

済
論
､

戦
時

財
政

論
も

常
時
の
一

般
風
潮
に

従
ひ

孤

立

化
的

方

港
を

と
つ

て

ゐ

る

の

で

あ
つ

て
､

こ

の

鮎
按
､

や
は

り
十

九
世

紀
式
と

許
す
る

の

ほ

か

は

な
い

の

で

あ
る
｡

皇
づ

哉
宰
と

経
済
の

関
係
に

つ

い

て

の

見
解
を

み

る

と
､

彼
は

哉
寧
を

も
つ

て

脛
臍
を

撹
乱
す

る
一

要
素
と

す

る

自
由
主
養

者
流
の

見

解
に

と
ら

は

れ
､

哉
寧
経
済
畢
の

課
題
を

次
の

や
う

に

規

定
し
て

ゐ

る
｡

｢

国

民
経
済
管
理

ノ

£
訂
ま
蒼
各
己

官
f
】

品
①

が

軍
隊
行
政

と

協
同

す
べ

き

課
題
按
､

ま
さ

に

こ

の

撹
乱
と

弊
害
と

危
険
を

ー
こ

れ

を

全

く

除
去
す
る

こ

と

は

で

き

な
い

も
の

で

あ
る

か

ら

ー
で

き

得
る

か

ぎ

り

軽

減
す
る

に

あ

る
｡

そ

し

て

こ

れ

を

目

的

と

す
る

手

段
こ

そ
､

軍

隊
制
度
の

仝

経

済
論
の

本

葬
の

嶺
心

を

な

す

も
の

で

あ
る
+

一
ヽ



卜
■

(

同
書

二

四

貢
)

｡

つ

い

で

｢

軍

隊
制
度
と

財
政
+

の

関
係
に

論
及

す

る
｡

彼

は

ま
づ

軍

隊
の

費
用

を
い

か

に

し
て

調
達

す
る

か

と
い

ふ

こ

と

が

戦
時
財
政

の

課
題
で

あ

る

と
の

べ
､

つ

い

で

財
政

に

つ

い

て

い

ふ
｡

一

般
に

国

家
生

括
で

は

｢

財
政

が

達

成
す

る

を

得
せ

し

め

る

こ

と
を

成
就
す
る
+

の

が

そ
の

職
分
で

あ

る
｡

｢

財
政
に

と
つ

て

不

可

能
な
こ

と
は
､

国

家
に

と
つ

て

も
一

般
に

不
可

能
で

あ

る
+

(

同

書
二

七

真
)

｡

財
政

と

他
の

国

家
生

蒋
と
の

関
係
に

つ

い

て

の

最
高
原
則
は

戦
時

財
政

に

つ

い

て

も
安
首
す
る
｡

か

く
主
張

し
て

哉
時

財
政

に

つ

き

次
の

や
う

な

抽
象
此
､

墾
止

此
的

議
論
を

す
る

の

で

あ
る
｡

彼
は

童
づ

哉
季
財
政
の

主

要
手

段
は

債
務
で

あ

る

と
い

ふ

主

張
を

是
認
す

る

が
､

し

か

し

長

斯
公
債
は

戟
季
中

ほ

蟄
行

困
難
で

あ

る

た

め
､

戟
季
中
は

短

期
流
動
公
債
を

蟄
行
し

後
日

こ

れ

を

長

期
債
に

借
換
ふ

べ

し

と
い

ふ
｡

さ

て

我
々

に

と
つ

て
､

も
つ

と

も

興
味
が

あ
る

の

は
､

ス

タ

イ

ン

が
､

次
の

や
う

に

財
政
の

み
の

側
面

か

ら
一

應
戦
争
を

孤
立

的

に

取

扱
ふ

方
港
で

あ

る
｡

｢

『

哉
率
の

財
政

畢
』

の

中
心

鮎
を

形
成
す
べ

き
一

般
原

則
は

次
の

通
り
で

あ

る
｡

外

交
は
､

ど

う

い

ふ

戦
争
が

多
分
お

こ

る

で

あ

ら

う

と

い

ふ

こ

と
を

国

家
に

告
げ

な

け

れ

ぼ

な

ら

ぬ
｡

戟
学
科
壌
は
､

ど

う
い

ふ

手

段
を

戟
季
が

要
求

す
る

か

を

告
げ

な

け

れ

ぼ

な

ら
ぬ
｡

軍

隊
行
政

は
､

こ

れ

を

基

礎
と

し

て

哉
季
準
備
を

定
め

な

け

れ
ぼ

な

ら

ぬ
｡

財
務
行
政
の

方
で

は
､

こ

の

戟
寧

準
備
を

公
債
に

よ

つ

て

賄
は

な

け
れ

ぼ

な

ら

ぬ
｡

こ

の

公
債
は

戦
前
で

は
あ

ら

か

じ

め

既
存
の

流
動
国

債
を
だ

い

た
い

整
理

す
る

程

度
の

大
さ

で

な

け

れ

ぼ

な

ら

ぬ
｡

何
故
か

と
い

へ

ぼ
､

哉
季
そ
の

も
の

は

公

債
で

は

な

く
流
動

債
務
澄

券
の

挙
行
に

よ

つ

て

遽
行
さ

る

べ

き

も
の

で

あ
る

か

ら
で

あ

る
｡

そ

し

て

こ

の

債
務
讃

券
は
､

戦
後
に

お

い

て

又

も

公
債
に

よ

つ

て

整
理

さ

れ

な

け

れ

ぼ

な

ら
ぬ
｡

か

う
い

ふ

こ

と

が

行
は

れ

る

と

き

は
､

流

3

13

動

債
務
は

つ

ね
に

比

較
的

安
値
と
な

り
､

そ

し

て

戦
争
そ

の

も
の

も
､

で

き

得
る

か

ぎ

り

虜
用
が

か

い

ら

な

く
て

す

む
で

透

ら

う
｡

し

か

胡

潮
時

財
政

論
の

方

瀧
と

裸

馬



ム

一

橋

酔

夢

夢
十

巻

昇
一

一

敗

L

な

が

ら

流
動

債
務
詮

券

が

不

昔
に

安
偵
に

な

り

始
め

た

と

き

は

戦
争
は

中

止
さ

れ

な

け

れ
ば

な
ら

ぬ
¢

何
と

な

れ

ば
､

数
寄

絶
線

期
間

に

関
す

る

財
政

上

の

正

し

い

尺

度
と

な
る

も
の

は
､

そ
の

流
動
債
務
讃

券
の

相
場
以

外
の

何
物
で

も

な
ぃ

か

ら

で

あ

る
｡

そ

の

ほ

か

に
､

哉
嘩
の

た

め
に

財
政

上

舵
倦
の

襲
行
が

必

裁
と

な

る

が

如

き

場
合

は
､

戦
争
が

不

常
に

永

く
栂
練
し

た

こ

と
に

な
る
｡

遜
に

こ

の

紙
幣
に

封
し

打
歩
が
つ

く
が

如

き

場
合
は
､

こ

の

椙
緯
が

危
険
と

な

る

の

で

あ

る
+

(

同

書

二

乍
-
二

八

頁
)

｡

こ

こ

で

注
目

す
べ

き

は
ス

タ

イ

ン

の

と

の

戦
時

財
政

勒
の

内
容
が

正

し
い

か

ど

う

か

と
い

ふ

こ

と

で

は

な
い
｡

彼
が

財
政

の

み
の

側
面

か

ら

戟
寧
に

せ

ま
る

そ
の

研

究
方
法
で

あ
る
｡

綜
合

的

国

家
科
畢
の

餞
系
の

構
立
に

つ

と

め
､

国

家
諸
箪

間
の

有
機
的

園
聯
を

力

説
し

た

ス

タ

イ

ン

も
や
は

り

時

代
の

子
で

あ
つ

た
｡

彼
の

如

き

畢

界
の

互

星
と
い

へ

ど

も
､

戦
時

財
政

経

済
を

孤
立

抽
象
化
し
て

取

扱
ふ

常
時

一

般
の

風
潮
よ

り

蝉
脱
す
る

こ

と

は

で

き

な

か

つ

た

の

で

あ

る
｡

1 3 4

十

九
世

紀
の

尊

者
ス

タ

イ

ン

が

戦
時

財
政

論
に

つ

い

て
､

か

か

る

孤

立

化
的

方

法
を

と
つ

た

と
い

ふ

こ

と

は

あ
へ

て

非

難
す
べ

き
で

は

な
い
｡

常
時
の

現

資
社
食
が

戟
季
と

財
政

経

済
と

の

綜
合

的
取

扱
を

要
求

し

な

か

つ

た

か

ら

で

あ

る
｡

と

こ

ろ

が

第
一

次

世

界
大

戦
以

後

に

お

い

て
､

こ

れ

と

ほ

ぼ

同
じ

方
法
に

よ

つ

て

戦
時

財
政

論
を

樹
立

し

ょ

う

と

し

た

も
の

が

あ

る
｡

そ

れ

は
プ

ル

ノ
･

モ

ル

で

あ

る
｡

ス

タ

イ

ン

が

国

家
料
率
に

つ

い

て
一

般
論
と

し
て

は

綜
合
的

取

扱
を

主
張
し

な
が

ら

も
､

戦
時

財
政
に

つ

い

て

孤

立

化

的

方

法
を

と

る

の

に

反
し

て
､

モ

ル

は

本
葬
個
別
科
挙
に

つ

い

て

は
二

般
論
と

し
て
､

そ
の

自
己

完
了

性
を

要
求
す
る

も
の

で

あ
る
｡

こ

の

一

般
的

立

場

か

ら
モ

ル

は

財
政

畢

に

つ

い

て

も

自
律
性
を

主

張

し
､

財
政

笹

原
理
に

つ

い

て

な
る

べ

く
自
己

完
了

的
な

純
財
政

的

饉
系
を
つ

く
る

こ

と

一
､



ち

-

h

Ul

を

目

梗
と

し
､

政

治
そ
の

他
の

観
鮎
が

財
政

畢
に

侵
入

す
る

の

を

排
撃
ト
て

ゐ

る
｡

経

費
充
足

原

則
を

説
く
部
分
で

戟
時

財
政

を

取

扱
つ

て

ゐ

る

が
､

こ

れ
に

つ

い

て

も
､

こ

の

方
法
を

と
り

次
の

如

く
主

張
し
て

ゐ

る
｡

｢

戦
費
の

調
達
の

た

め

に

租
税
の

螺
旋
を
こ

れ

以

上

碗

め

る

こ

と

は
､

例
へ

ぼ

租
税
に

封
す
る

反

抗
が

強

く
な

る

虞
が

あ
る

等
の

事
情
で
､

そ

れ

が

最
早
や

問
題
と

な

ら

な

く
な

り
､

そ

れ

以

上

の

収
入

が

期
待
で

き

な

く
な
つ

た

と

き
､

理

念
的

財
政

政

策
が

命
ず
る

結
論
は
､

戟
寧
を

や

め

よ

と
い

ふ

に

あ

る
｡

最
後
の

決

定
を

す
る

も
の

は

政

治

家
で

あ

る

が
､

彼
に

と
つ

て

は

こ

の

結
論
は

時
に

受

け
い

れ

得
な
い

こ

と

も
あ
ら

う
｡

し
か

し
こ

れ
は

財
政

政

策
家
に

は

関

係
の

な

い

こ

と
で

あ

る
｡

彼
は

純
財
政

的

見
地

を

代
表
す

る

だ

け
で

よ

い

の

で

あ
る
+

(

野
呂
○

苧
戸

E
-

-

ぎ
旨
一

す
き
F

呂

賢
育

蔓
室
)

邑
∫

-

萎
)

-

狂

+
声
)

さ

ら

に

別
の

個
魔
で

同
じ

立

場
を

と
つ

て

日

く
､

｢

か

か

る

規
則
乃
至

は

充

足

規

則
は
､

こ

こ

に

主

張

す

る

理

念
上

の

充

足
が

箕
生

活
で

常
に

行
は

れ
る

か

香

か

の

問
題
如

何
に

か

か

は

ら

ず
､

一

般
に

無

條
件
的

安

昔
性
を

要
求

す
る

の

で

あ
る
｡

た

と
ひ
､

そ

れ
が

現

箕
に

お

い

て

資
行
さ

れ

な
い

も
の

で

あ
つ

て

も
､

こ

の

理

念
は

依
然
と

し
て

『

正

し
い
』

の

で

あ
る
｡

寛
際

問
題
と

し

て

は
､

場
合
に

よ
つ

て

異
な

る
｡

園
に

よ

カ
､

時

代
に

よ

り
､

ま

た

場
合
に

よ

つ

て

は
､

戦

費
の

た

め

に

過

度
の

公
債
募
集
を

す

る

こ

ど

が

国

家
に

と
つ

て

全

く
不

可

避
と

息
は

れ
､

い

か

な
る

理

性
的

政

治
家
と
い

へ

ど

も
こ

れ

を

阻
止

し

得
な
い

と

息
は

れ

る

こ

と

も

あ
る
｡

し

か

し

自
律
的

財
政

原
理
の

理

念
上
の

見
地

か

ら

い

へ

ば
､

こ

の

場
合

も

亦
､

こ

の

こ

と

並

び
に

こ

れ

と

共
に

結
局

戦
争
そ
の

も
の

が

正

し

く
な
い

も
の

と

な

る

の

で

あ
る
+

(

同

書

二

三
1
一

二

三

真
)

｡

モ

ル

の

こ

の

誼
は
､

ス

タ

イ

ン

の

場
合
と

そ
の

内
容
上
に

は

相
違
は

あ
る

が
､

L

か

し

戟
時

財
政

を

孤
立

的
に

取

扱
ふ

と
い

ふ

方

法
そ

の

も
の

は

全

く
同
一

で

あ

る
｡

十

九

世
紀
な

ら

ば
い

ざ

知
ら

ず
､

一

九

三

〇

年
出

版
の

書
物
で
､

か

か

る

立

場
が

固
守
さ

れ
て

ゐ

る

と

は
､

何

と
い

ふ

驚
く
べ

き

専
賛
で

は

な
い

か
｡

個
別

科
挙
の

自
律
性

乃
至

は

自
己

完
了

性
を
か

く
の

如

く
孤
立

的
取

扱
と

同

意
に

解
す

る

こ

と

戦
時

財
政

静
の

方

法
と

蘇

題

3 5



一

橋

諭

畏

第
十

巻

第
二

貌

1 6

が
､

は

た

し
て

安
富
で

あ

る

か

香
か

は
､

吟
味
を

要
す
る

課
題
で

あ
る

が
､

こ

こ

で

は

こ

れ

以

上

論
及

し

な
い
｡

Ⅰ3 6

か

か

る

畢

詭
の

例
は

他
に

も
多
い
｡

こ

こ

で

は

軍
事
中

心
の

立

場
■の

も
の

と

し
て

ポ

ソ

ニ

ー
､

経
済
中
心
の

立

場
の

も
の

と

し
て

ス

タ

イ

ン

､

モ

ル

を

あ

げ
る

に

止

め
て

ぉ

く
｡

軍

事
中

心
､

経

済
中

心

と
い

ふ

こ

の

二

つ

の

方
法
は
､

そ

れ

自
饉
た

し

か

に

債
倍
は

あ
る
｡

し

か

し

両

者
が

各
別
々

に

分
立

す
る

だ

け
で

は

竃
も

問
題
を

解
決
し

な
い

の

で

あ
る
｡

本

釆
統
一

饉
と

な
つ

て

ゐ

る

軍
事
と

経
済
と
い

ふ

雨

着
を

か

く
分
離
し
て

研

究
す
る

方
法
に

は

多
く
の

危
険
が

ひ

そ

む
｡

(

こ

の

軍
事
技
術
中
心

論
は
､

経
済
上
の

立

場
か

ら

み
て

不
可

能

と

思
は

れ

る

や

う

な

過

度
の

負
接
を

国

民
経

済
に

要
求

す
る

か
､

皇

た

経
滴
上
の

立

場
か

ら

み
て

戟
季
不
可

能
論
に

陥
る

傾

向
が

あ

り
､

(

二
)

の

経

済
中

心

論
は

国

民
経
済
を

批

護
す

る

の

あ

ま

り
､

国

民
生

括
の

最
小

限

そ

の

他
民
需
に

必

要
な

最
小

限

を

と

か

く
高
く
評

債

す

る

虞
が

あ

り
､

哉
時
に

ぉ

け

る

経

済
給
付

能
力
の

虞
の

限

界
を

明
示

七
な
い

危
険
が

あ
る
｡

第
一

次

大

戦
開
始
常
時
､

一

般
語
者
の

間

で

は
､

軋

の

大

戦
が

学

年
以

上

操
行
す
る

の

は

不
可

能
だ

と
い

ふ

隷
想
が

行
は

れ

た
こ

と
､

一

九
〇
一

年
に

レ

ナ

ウ

ル

ド

が
､

戟
季

装
備

が

高
債
な
た

め

清
爽
の

戟
季
は

短

期
戦
に

な

ら

ざ

る

を

待
な
い

と
い

つ

た

こ

と

(

-
･

ゴ

宮
口

岩
-

チ

営
①

ロ
ロ

邑
0
-

-

①

賀
e

訂
】

2

覧
F

三
晶

計
H

倉
皇
芸
)

岩
戸

弓
已
J

旨
-
･

竹

き
ー

一

等
-
､

戸

島
･

)

等
は
､

(

二
)

の

方
法
を

と

る

も
の

の

陥
り

易
き

危
険
を

示

す

も
の

で

あ
る
｡

由

雄
分

業
は

協
業
を

前
損
と

す
る
｡

分
親
は

そ
の

基

礎
に

綜
観
が

な
け

れ

ぼ

な

ら

ぬ
｡

現

代
の

哉
季
経
済
論
を

研

究
す
る

も
の

は
､

こ

の

二

方
法

の

終
ゎ

易
い

妖
陥
を

よ

く
意

鼓
し
､

雨

着
の

療
合
を

忘
れ
て

は

な

ら

ぬ
｡

現
代
の

戦
時
経
済
論
が

総
力
戦
罷
系
と
い

ふ

綜
合
統
一

饉
の

一

有
機
的

構
成
部
門
で

あ

る

こ

と

を

絶
え

ず

念
頭
に

ぉ

か

な

け

れ

ぼ

な

ら

ぬ
｡

一
､
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▲

ウ

第
三

戦
時
財

政

論
り

中
心

問
題

近

代
社

食
で

は

哉
季
と

経

済
と
の

開
係
は

緊
密
で

ぁ
っ

て
､

雨

着
が

綜
合
統
一

埋
を

な

し
て

ゐ

る

や

う

に
､

経
済
の

内
部
に

ぉ

い

て

も

国

民
経

臍
と

財
政

と
い

ふ

両

者
は

相
互
に

隔
離
分
立

す
る

も
の

で

は

な

く
雨

着
は

統
一

腰
を

な

し
て

ゐ

る
｡

し
か

し

な

が

ら

病

者
が

絞
二

牒
を

な
し

て

ゐ

る

と
い

ふ

こ

と
は
､

両

者
を

置
別
し
て

は

な

ら
ぬ

と
い

ふ

論
墟
と

は

な

ら

ぬ
｡

近

頃

の

撃

者
の

戦
時
財
政

に

関
す
る

論
策

を

み

る

と
､

戟
時
財
政

と
い

ふ

概
念
が

明

確
に

把
撞
さ

れ
て

ゐ

な
い

も
の

が

多
い
｡

本
文
で

も
､

い

皇

ま
で

の

叙
述
で

は

両

者
の

意
味
を

明
確
に

規
定
し

な
い

で

議
論
を

し

た
が
､

こ

こ

で

あ

ら

た

め
て
､

戟
時

財
政
の

中

心

課
題
が

何
で

あ

る

か

に

つ

い

て

反
省
し
て

み

よ

う
｡

経

済
と
い

ふ

語
を

廣
義
に

解
す
る

と
き
･
は

財
傲

を

も
ふ

く
む

も
の

で

あ

る

か

ら

し
て
､

戦
時
経

済
と
い

ふ

語
の

な

か

に

哉
時
財
政

を

包

含
せ

し

め

る

こ

と
は

差

支
は

な
心

の

で

あ

る
｡

と

こ

ろ

が

近

頃
一

部
の

峯

者
の

間
で

は
､

こ

れ

と
は

適
に
､

戟
時

財
政

と
い

ふ

語
を
か

な

り

贋
く
解
す

る

も
の

が

あ
る
｡

こ

の

種
の

人
々

は

現

在
の

戟
時
財
政

の

課
題
を
､

過

去
の

戦
時
財
政

の

課
題
と

直
別

し
て

次
の

や

う
に

い

ふ

の

で

あ

る
｡

｢

昔
の

戟
時

財
政

乃
至

戟
季
財
政
の

課
題
は

戦
争
に

必

要
な

資
金
を

い

か

に

し
て

調
達
す
る

か

と
い

ふ

に

あ
つ

た

が
､

現

在
の

戦
時

財
政

で

は

単
に

資
金
の

調
達
の

み

な
ら

す
哉
季
に

必

要
な

物
資
を

も
い

か

に

L

て

調
達
す
る

か
､

資
金
の

調
達
の

ほ

か

に

貨
物

の

調
達
と
い

ふ

こ

と

が

そ
の

課
題
と

な
つ

て

き

た
｡

こ

こ

に

現

在
の

戦
時

財
政
の

往
時
の

そ

れ

に

封
す
る

特
色
が

あ

る
+

と
｡

か

か

る

見

解
を

と

る

内

外
の

聾

者
は

そ
の

数
き

は

め
て

多
い
｡

こ

こ

で

は

そ
の

一

例
と

し
て

フ

ラ

イ

シ

ィ

ー

の

説
を

あ
げ

る
J

後

に

よ

れ

ば

｢

全

裡

戦
時

財

政

論
の

方

法
と

課

題

1
二;7



一

橋

静

叢

第
十

春

草
二

級

18

戟
季
の

財
政

軍
書

賢
…
式

の

問
題
は

二

つ

挙
る
｡

策

謀
財
政

経
済
的

巾

ぎ

皇
一

計
琶
}

…

臣

妄
の

も
の

で

あ
つ

て
､

戟
季
遊
行
に

鱒

必

要
な

物
資
･

原
料
及

び

勢
力
一

般
の

調
達
の

問
題
､

即
ち

社

食
生

産
物
の

う

ち
､

戟
季

が

滑
費
す
る

分
前
の

決
定
で

あ
る
｡

第
二

は

財

政

技
術
的

訟
日

昌
注
ゐ

旨
已

邑
″

の

も
の

で

あ
つ

て
､

国

家
に

購

買
力
を

供

給
す
る

問
題
で

あ

る
｡

こ

れ
に

は

既
存
の

購

買
力
を

租

税
及

び

公
債
の

方
添
で

移
特
す
る

こ

と

も

あ

る
｡

重

た

経

済
及
び

社
食
諸
関
係
の

撹
乱
を
で

き

得
る

限

り

少

く
し
て
､

戟
季
遽
行
に

必

要
な

物
資

調
達
の

目

的
を

も
つ

て

貨
幣
及

び

信
用

造

出
に

よ

つ

て

新
し
い

購
買
力
を

創
造

す
る

こ

と

も

あ
る
+

(

A

告
-

{

ヨ
O
i

邑
″

冥
-

苧
訂
篭
笹
口

岩
･

N

訂
弓

ぎ
的

己
-

訂
)
･

出
口

訂

各
F
設

計
故

芝
已

昌

内
已

名
望
L

石

器
}

準

ご
｡

こ

の

種
の

論
者
は

他
に

も
ま

だ

渾
山

あ

る

が
､

一

々

列
車
L

な
.

い

こ

と

と

す
る
｡

表

現
の

方
放
そ
の

他
枝
葉
の

鮎
に

相
違
は

あ
る

が
､

そ
の

論
旨
は
､

だ

い

た
い

同
一

で

あ

る
｡

〓

さ

て

現

在
の

戦
時
財
政
の

課
題
を

か

う
い

ふ

夙
に
､

資
金
調
達
の

ほ

か

に

物
資
問
題
に

壷
で

瑛

張
す
る

こ

と

は

果
し
て

安
常
な
の

で

あ

ら

う

か
｡

自
分
の

結
論
を
い

ふ

と
､

か

か

る

見

解
は

誤
り

な
の

で

あ

る
｡

も
し

も

物
資
の

調
達
を

も

現

在
の

哉
時
財
政
の

特
性
と
い

ふ

な

ら

ぼ
､

い

つ

た

い

戦
時
財
政

と

戦
時
経

済
の

宙
別
は

ど
こ

に

あ

る

か

と

反
間
し

た
い
｡

元

凍
財
政

と
い

ふ

も
の

は
､

現
在
の

や

う

な

貨
幣

経
済
社

台
で

は
､

戦
時
に

限

ら

す
平

時
で

も
同

様
だ

が
､

｢

財
政

金
融
+

と

な

ら

び

稀
せ

ら

れ

る

や

う

に
､

そ
の

本

葬
の

課
題
は

資
金
の

側
を

中

心

と

す

る

も
の

で

あ
る
｡

貨
幣
経

済
社

食
で

は
､

戦
時

財
政

と
い

へ

ぼ
､

哉
季
に

必

要
な

経

費
､

資
金
を
い

か

に

固
滑
に

調
達
す

る

か

と
い

ふ

の

が

そ
の

中

心

問
題
で

あ

る
｡

財
政

に

よ

つ

て

調
達
し

た

資
金
で
､

戟
季
に

必

要
な

軍

艦
で

あ

る

と

か
､

食
糧
で

あ

る

と

か
､

ガ

ソ

リ

ン

で

あ

る

と

か

を
､

ど

う
い

ふ

風
に

し
て
.､

う

重

く
詞
蓮
す
る

か
､

戟
季
灯

お

け
る

か

か

る

物
資
や

努
力
の

調
達
問
題
は
､

少
く

一
I
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山

卜

山

と

も

墜
仕
の

貨
幣
経

病

弊
曾
で

は

艶
時
経

罷
題
で

雪
て
､

敵
陣

財
政

面

警
は

な
い

冨
あ

る
8

財
政

と

経

警
鷺
則

す

る

か

ら

灯

は

何
か

に

よ

つ

■
て

国
別
し

な

け

れ
ば

な
ら

ぬ
｡

直
別
を

す
る

と

せ

ば
､

我
々

の

や

う

な

見
解
を

と
ら

な

け

れ

ぼ

な
ら

ぬ

で

あ

ら

う
｡

三

も
つ

と

も
現

在
の

戟
季
で

は

既
に

述
べ

た

や

う

に
､

十

九
世

紀
の

戦
争
に

く
ら

べ

て

国

民
経
済
に

要
求

す
る

物
資
の

割
合
が
､

経

済
蟄

展
の

程
度
に

比

し

て

大
と
な
つ

て

き

た

た

め
､

戦
時

財
政
と

戦
時
経

済
と
の

関
係
が

緊
密
に

な
つ

て

ゐ

る

こ

と

は

革
質
で

あ

り
､

両

者

を

綜
合
統
一

し
て

研

究
す
る

こ

と

が

不
可

避
と

な
つ

て

き

た
｡

十

九
世

紀
の

戟
季
で

国

家
が

租
税
や

公

債
の

形
で

民
間
よ

り

資
金
を

吸

収

し
､

こ

の

資
金
で

物
資
の

調
達
を

し
て

も
､

な

に

ぶ

ん

国

民
経

済
に

要
求

す
る

資
金
の

量
並

び

に

物
資
の

量
が

比

較
的

少

く
､

ま

た

必

要

物
資
の

種
類
性

質
も

単
純
で

あ
つ

た
の

で
､

す
べ

て

の

こ

と
は

自
由
主
義
市
場
経
済
の

内
部
に

お

け
る

自
動
的

調
整
作
用
に

よ

つ

て

囲
滑

に

調
達
さ

れ

た
の

で

あ
る
｡

国

家
が

国

民
経
済
に

統

制
を

加
へ

な

く
と

も
､

国

民
経
済
力
の

内

部
に

遊

休
設
備
､

努
力
の

陵
剥
が

あ

る

限

り

は
､

■
億
格
の

騰

落
､

利
潤
の

増
減
な

ど
の

自
動
的

作
用
に

よ

つ

て
､

戟
寧
に

必

要
な

物
資
が

市
場
経
済
内
で

囲
滑
に

調
達
さ

れ

た
の

で

あ

る
｡

滴

洲
亭

欒
後
哉
が

囲
で

ほ
､

囲

防
に

必

要
な

物
資
が

急
角
度
で

増
大
し

た
に

も
か

か

は

ら

す
､

自
由
檻

清
市
場
で

す
べ

て

囲
滑
に

調
達
さ

れ

た
こ

と

等
は

こ

の

適
例
で

あ

る
｡

故
に

国
民
経

済
力
に

飴
剰
が

あ

る

限

斗

別
の

言
葉
で

い

ふ

と

部
分
就
業
の

状

態
で

あ

る

限

り

は
､

国

家
と

し
て

は

資
金
を

調
達
さ
へ

す
れ

ぼ

よ
い

の

で

あ
つ

て
､

物
資
の

こ

と

は

国

民
経

済
に

委

し
て

お

い

て

も
よ

か

つ

た
の

で

あ

る
｡

こ

の

意
味
で

自
由
主

慧
仙

南
時
代
に

は

戦
時
財
政

と

戦
時

経
済
と
の

関
係

頃
今
日

の

如

く
緊
密
で

は

な
か
つ

た
の

は

革
質
で

あ

告

0
ノ

雨

着

竺
應
分
離
し
て

取

扱
つ

て

も
不

都
合

は

少

か

つ

た
の

で

挙
る
｡

と

こ

ろ

が

絶
力
戦

時
代
と

な

る

と

国

家
が

要
求

す
る

物
資
は

量
に

り

執
時

財
政

論
の

方

法

と

課

題



0ウ山

一

橋

論

澤

第
十

巻

夢
二

兢

ぉ

い

て

増
大

し

質
に

お

い

て

も
複
雑
に

な
つ

た
の

で
､

国

民
経
済
力
に

ぉ

け

る

飴
剰
は

早
晩
消
滅
す
る
｡

故
に

国

民
経
済
を

自
由
に

し
て

ぉ

い

て

は

戟
季
に

必

要
な

物
資
は

園
滑
に

調
達
さ

れ
な
い
｡

そ

こ

で

図

表
は

租

税
公
債
又

は

通
貨
造
出

そ

の

他
の

方
迭
で

資
金
を

調
達
す

る

と

同

時
に
､

こ

れ
に

封
應
L

て

国
民
経

済
の

各
方
に

統
制
を

加
へ

る

こ

と

が

必

要
と

な
つ

て

き

た
の

で

李
㌔

国

家
が

財
政

を

園

滑
に

遥

督
す

る

に

は
､

こ

れ
と

相
並

ん

で

国

民
経
済
の

統
制
を

も

同

時
に

あ

は

せ

考
慮
す
べ

き

こ

と
と

な
つ

た

の

で

あ
る
｡

こ

の

鮎

f
財
政

と

経

済
と

の

統
一

綜
合

性
と
い

ふ

こ

と

ー
は

現

在
の

財
政

経
済
の

自
由
主

義
時

代
の

財
政

経
済
に

封
す
る

特
性
と
い

つ

て

よ

ぃ

の

で

あ

る
｡

こ

の

鮮
は

何
人

も

否

定
し

て

は

な
ら

ぬ
｡

だ

が

L
か

し

財
政

と

経
済
と
の

綜
合

と
い

ふ

こ

と

は
､

経
済

問
題
を

も

財
政

問
題
と

解
繹

せ

よ

と
い

ふ

論
壕
に

は

な
ら

ぬ
｡

資
金
の

面

と

物
資
の

面

と
の

閥
聯
､

雨

着
の

緊
密
性
が

大
と

な
つ

た

か

ら

と
い

つ

て
､

そ
の

両

者
を

す

べ

て

財
政

問
題
と
い

ふ

の

は

如

何
な

も
の

で

あ
ら

う
｡

こ

の

場
合
で

も
､

や

は

り

働
政

問
題
と

経

済
問
題
と

は

区
別

す
べ

き
で

あ

ら

う
っ

散
時
財
政

の

主
題
は

や

は

り

資

金
の

側
で

莞
ノ

て

物
資
の

側
で

は

な
い
｡

戦
時
財
政
の

中
心

問
題
と
い

べ

ぼ

戦
争
に

必

要
な
ガ

ソ

リ

ン

は

ど

う

し
て

詞

乾
す
る

か
､

国

民
消

費
規
正

は

ど

う

す

る

か
､

生

産
力
蹟

充
に

は

ど

う
い

ふ

方
港
を

と
る

べ

き

か
､

と
い

ふ

や
う

な

問
題
で

は

な

く
て
､

哉
寧
に

必

要
な

資
金
を

囲

滑
に

賄
ふ

に

は

ど

う

し

た

ら

よ

い

か
｡

こ

れ

が

戦
時
財
政

の

中
心

題
目
で

あ
る
っ

勿
論
近

代
の

総

力
戦
で

は
､

軍
事
清
動
が

財
政

経
済
､

外
交
､

精
神
生

冶
等

ぞ
と

結
合
し

て
}

の

統

壷
を

な
し

て

ゐ

る

や

う

に
､

財
政

と

経
済
と

が

統

-

牒

芸
L
て

ゐ
る
｡

そ
の

た

め

に

財
政

問
題

盲
論
ず
る

に

も
､

ど

う

し

て

も
財
政

に

関
係
す
る

範
囲
内
に

雷
て

脛
済
問
題
に

も
論
及

し

な

け

れ

ぼ

な

ら
ぬ

の

は

尊
貴
で

挙
る
｡

だ

が

し

か

し

戦
時
財
政

の

中

心

が

依
然
と

し
て

資
金
の

側
に

あ

る

と
い

ふ

事
箕

望
心

れ
て

は

な

ら

ぬ
｡

現
に

フ

ラ

イ

シ

ア

ー

そ
の

他
の

拳
者
が
､

哉
時
財
政

と

題
す
る

研

究
で

事
箕
閏

琴
と

し

て

取

扱
ふ

と
こ

ろ
は
､

こ

こ

に

述
べ

た

卑

見
の

立

琴
と

大

羞
が

な
い

の

で

雪
て
､

や

は

り

資
金
調
達
を

そ

の

中
心

間

警
↓
l

そ

れ

把

関
係
す
る

限

り

に

ぉ

い

て
､

■
脛
済
や

そ
の

Ⅰ4 0

▲

可



他
の

問
題
に

解
れ
る

に

過

ぎ

な
い

の

で

あ
る
｡

三

か

く
戦
時
財
政

を

資
金
調
達
の

問
題
と

解
す

る

と

き
､

近

代
戦
で

は

財
政

問
題
は

往
時
の

や
う

な

重
要
性
が

な
い

と

も
い

へ

る
｡

紙
幣

制
度
､

信
用
制
度
が

蟄
達
し
て

を

ら

な

か

つ

た

時
代
に

は
､

資
金
の

調
達
が

現

代
以

上

に

重

要
性
む

も
つ

て

ゎ

た
こ

と
は

専
箕
で

あ
る
｡

極

端
な

例
を

あ

げ

る

と
､

プ

ロ

サ

ア

で

は
一

七

九
五

年
に

貨
幣
の

快
乏
が

甚
し

く
､

こ

の

た
め

に

国

庫
の

有
金
の

全

部
を

軍

隊
に

支

給
す

る

命
令
を

出

し

た

が
､

こ

れ

で

も
不
足

し
､

こ

れ

が

重
大

な

原
因

と

な
つ

て

同

年
四

月
五

日
フ

ラ

ン

ネ
と
の

間
に

バ

ー

ゼ

ル

平
和

協
定
を

.

締
結
す

る

こ

と

に

な
つ

た

と
い

は

れ
て

ゐ

る
｡

か

か

る

極

端
な
こ

と

で

な

く
と

も
､

通
貨
造

出

や

経
済
統
制
に

関
す
る

故

術
の

幼
稚
で

あ

つ

た

時
代
に

は
､

今
日

と

異
つ

て
一

般
に

資
金
の

調
達
は

か

な

り

重
大
な

意
義
が

あ
つ

た
の

で

あ
つ

て
､

一

九
一

四

年
直
前
の

文
献
に

お

い

て

す
ら
､

戦
時
財
政

経
済
論
の

中
心

は

戟
宰
に

必

要
な

資
金
の

園
滑
な

調
達
で

あ

る

こ

と

が

多
か
つ

た
の

で

あ

る
｡

昔
時
で

は

既
述
の

如

ぐ
戦
争
の

経
済
負
櫓
が

そ
の

国
の

国

民
経

済
力
に

此

し
て

極

め
て

小
で

あ
つ
.
た

た

め
､

資
金
さ

へ

詞
蓮
す

れ

ぼ

物
資
を

市
場
寝
癖
で

調

達
す
る

こ

と
は

容
易
で

あ
つ

た

か

ら
､

資
金
を
い

か

に

囲
滑
に

国

民
か

ら

調
達
し
､

･
こ

れ

を
い

か

に
･
公
平

に

国
民
間
に

分
捨
せ

し

め

る

か

と
い

ふ

こ

と
に

問
題
の

重
心

が

あ
つ

た
の

で
･
あ

る
｡

と

こ

ろ

が

現

在
で

は

国

家
の

手
に

よ
つ

て

通
貨
造
出

そ
の

他
に

よ

つ

て

購
買
力
を

造
出

す
る
･
こ

と
は

極

め
て

容
易
で

あ

り
､

極
端
な
い

ひ

方
を

す
.
る

と
､

紙
と

印

刷
機
が

あ

れ

ぼ
､

い

く
ら

で

も
購

買
力
を
つ
･
く
り

得
る

の

で
.
あ

つ

て
､

物

資
の

場

合
と

異
な

り

資

金
そ
の

も
の

幻

を
調
達
す
る

こ

と
に

は

大

な
る

困
難
が

な
い

の

は

葺
で

雪
｡

■
こ

れ

に

つ

い

て

は
､

琵
で

は

誓
品
題
は

な
い

の

で

あ

る
｡

し

か

叫

戟

撃
財
政

論
の

方

法
と

課
題

.



一

橋

論

叢

■
弟
十

巻

第
二

戟

､

2 2

L

な

が

ち

資

金
の

調
達
方
津
に

も
､

い

ろ
い
.
ろ
の

種
類
が

あ

り
､

そ
.の

内
容
如

何
に

よ

つ

て

は

国

民
間
へ

の

戦

費
負
括
の

配

分
､

国

民
生

4 2

1

▼

▲

括
の

内
容
､

一

国
の

生

産
力
へ

の

影
響
そ
の

他
に

お

い

て

大
差

が

あ

る

こ

と

を

忘
れ
て

は

な

ら

ぬ
｡

こ

の

意

味
で

現

代
と
い

へ

ど

も
､

戟

時
財
政

論
の

重
要
性
を

看
過

し
て

は

な

ら

ぬ

の

で

あ

る
｡

こ

と

に

近

代
的

信
用

制

度
の

贅
展
の

声
め

に
､

現

在
の

国

家
は

購

買
力
の

創
造

そ

の

他
の
.

方
法
忙

よ
つ

て
､

い

く
ら
で

も
､

.
し

か

滝

容
易
に

資
金
を

調
達
し

得
る

と
い

ふ

そ
の

事
箕
に

こ

そ
､

か
へ

つ

て

警
戒
を

要
す
る

資
金

調
達
方
策
を

濫
用
せ

し

め

る

危
険
が

ひ

そ

む

も
の

で

あ

り
■､

ひ

い

て

は
一

園

生

産
力
の

進
展
､

交

戦
能
力
の

妨
げ

と

な
る

虞
が

多
い

の

で

あ
る
｡

こ

の

意
味
に

お

い

て

戦
時

財
政

論
の

重

要
性
は
､

現

代
之
い

へ

ど

も
軽
現
す

る

こ

と

は

許
さ

れ

ぬ

の

で

あ
る
｡

(

絡
)




